
(57)【要約】

【課題】Ｈ形鋼柱に対してＨ形鋼梁を接合する柱梁接合

部における補強構造を見直し、十分な接合強度や剛性を

確保しやすく、しかもＨ形鋼柱の内部空間の有効利用が

可能な柱梁接合構造を提供する。

【解決手段】Ｈ形鋼柱１の外周部に設置する外ダイアフ

ラム２を介してＨ形鋼梁３，４を接合するとともに、そ

のＨ形鋼梁のフランジ部の幅Ｗｆより外側に垂直スチフ

ナ７，８を設置する。前記外ダイアフラム２とＨ形鋼梁

３，４のフランジ部の板厚及び材料強度をほぼ等しく設

定するとともに、Ｈ形鋼柱１のフランジ部５，６縁端の

外側に位置する両側の外ダイアフラムの幅Ｗａを加えた

値をＨ形鋼梁３，４のフランジ部の幅より小さく設定す

る。さらに、Ｈ形鋼柱１のフランジ部５，６縁端の外側

に位置する両側の外ダイアフラムの断面性能を加えた値

をＨ形鋼梁３，４のフランジ部の断面性能の０．５倍以

上１．０倍未満に設定する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｈ 形 鋼 柱 に 対 し て 少 な く と も 該 Ｈ 形 鋼 柱 の 強 軸 方 向 に Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る 柱 梁 接 合 構 造
に お い て 、 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の 外 周 部 に 設 置 す る 外 ダ イ ア フ ラ ム を 介 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る
と と も に 、 そ の Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 幅 よ り 外 側 に 位 置 す る 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部
間 の 両 側 に 垂 直 ス チ フ ナ を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 柱 梁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 ダ イ ア フ ラ ム と 前 記 Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 板 厚 及 び 材 料 強 度 を ほ ぼ 等 し く 設 定
す る と と も に 、 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 縁 端 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の
幅 を 加 え た 値 を Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 幅 よ り 小 さ く 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の ウ ェ ブ 部 と 前 記 垂 直 ス チ フ ナ の 板 厚 を ほ ぼ 等 し く 設 定 す る と と も に 、 前
記 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 縁 端 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 断 面 性 能 を 加 え た
値 を 前 記 Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 断 面 性 能 の ０ ． ５ 倍 以 上 １ ． ０ 倍 未 満 に 設 定 し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｈ 形 鋼 柱 に 対 し て そ の Ｈ 形 鋼 柱 の 少 な く と も 強 軸 方 向 に Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る
柱 梁 接 合 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 角 形 鋼 管 柱 に 対 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る 柱 梁 接 合 構 造 に お い て 、 角 形 鋼 管 柱 の
外 周 部 に 外 ダ イ ア フ ラ ム を 設 置 し 、 そ の 外 ダ イ ア フ ラ ム を 介 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る 柱 梁
接 合 構 造 は 広 く 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 Ｈ 形 鋼 柱 に 対 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接
合 す る 柱 梁 接 合 構 造 に お い て 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 １ ０ １ ， １ ０
２ の 幅 Ｗ ｆ よ り 若 干 内 側 に 位 置 す る 、 Ｈ 形 鋼 柱 １ ０ ３ の フ ラ ン ジ 部 １ ０ ４ ， １ ０ ５ の 間 の
両 側 部 分 に 垂 直 ス チ フ ナ １ ０ ６ ， １ ０ ７ を 設 置 し て 接 合 部 の 補 強 を 図 る 柱 梁 接 合 構 造 も 知
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ５ ０ ５ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 前 者 の 外 ダ イ ア フ ラ ム を 用 い た 柱 梁 接 合 構 造 に お い て は 、 角 形 鋼 管 柱 の 面 外
方 向 の 剛 性 が 小 さ い た め 、 図 ７ に 示 し た よ う に 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ０ ８ ， １ ０ ９ の 部 分 に 多
く の 応 力 が 集 中 す る 傾 向 に あ り 、 そ れ ら の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 補 強 作 用 に 依 存 す る と こ ろ が
大 き い こ と か ら 、 角 形 鋼 管 柱 の 性 能 に 関 わ ら ず 、 梁 フ ラ ン ジ 部 か ら の 荷 重 を 外 ダ イ ア フ ラ
ム の み で 負 担 し 得 る よ う に 設 計 す る の が 一 般 的 で あ り 、 外 ダ イ ア フ ラ ム が 大 型 化 す る 要 因
に も な っ て い た 。 ま た 、 後 者 の 垂 直 ス チ フ ナ １ ０ ６ ， １ ０ ７ を 用 い て 補 強 す る 従 来 の 柱 梁
接 合 構 造 に お い て は 、 と り わ け 梁 フ ラ ン ジ 部 か ら 圧 縮 荷 重 を 受 け た 場 合 に 、 垂 直 ス チ フ ナ
１ ０ ６ ， １ ０ ７ に 座 屈 が 生 じ て 耐 力 が 急 激 に 低 下 す る と い う 危 険 が あ っ た 。 特 に 、 垂 直 ス
チ フ ナ １ ０ ６ ， １ ０ ７ の Ｈ 形 鋼 柱 １ ０ ３ の フ ラ ン ジ 部 １ ０ ４ ， １ ０ ５ に 対 す る 溶 接 部 に 問
題 が あ る と 、 更 に 座 屈 が 生 じ や す く な る た め 、 溶 接 の 品 質 管 理 に も 高 い 精 度 が 必 要 と さ れ
、 コ ス ト 高 の 要 因 に も な っ て い た 。 さ ら に 、 そ れ ら の 垂 直 ス チ フ ナ や 柱 ウ ェ ブ の 面 と 梁 フ
ラ ン ジ 面 と は 直 交 す る た め 、 十 分 な 接 合 強 度 や 剛 性 を 確 保 す る こ と が 容 易 で は な い と い う
技 術 的 問 題 も あ っ た 。 し か も 、 図 ８ に 示 し た よ う に Ｈ 形 鋼 柱 の 内 部 空 間 を 利 用 し て 配 管 １
１ ０ を 通 す 際 な ど に は 、 そ れ ら の 垂 直 ス チ フ ナ に よ っ て Ｈ 形 鋼 柱 内 の 利 用 ス ペ ー ス が 制 約
さ れ る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 従 来 の 技 術 的 状 況 に 鑑 み 、 Ｈ 形 鋼 柱 に 対 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す
る 柱 梁 接 合 部 に お け る 補 強 構 造 を 見 直 し 、 十 分 な 接 合 強 度 や 剛 性 を 確 保 し や す く 、 し か も
Ｈ 形 鋼 柱 の 内 部 空 間 の 有 効 利 用 が 可 能 な 柱 梁 接 合 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 Ｈ 形 鋼 柱 に 対 し て 少 な く と も 該 Ｈ 形 鋼
柱 の 強 軸 方 向 に Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る 柱 梁 接 合 構 造 に お い て 、 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の 外 周 部 に 設 置
す る 外 ダ イ ア フ ラ ム を 介 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る と と も に 、 そ の Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の
幅 よ り 外 側 に 位 置 す る 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 間 の 両 側 に 垂 直 ス チ フ ナ を 設 置 す る と い
う 技 術 手 段 を 採 用 し た 。 さ ら に 、 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 記 外 ダ イ ア フ ラ ム と 前 記 Ｈ 形 鋼
梁 の フ ラ ン ジ 部 の 板 厚 及 び 材 料 強 度 を ほ ぼ 等 し く 設 定 す る と と も に 、 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ
ン ジ 部 縁 端 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 幅 を 加 え た 値 を Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ
部 の 幅 よ り 小 さ く 設 定 す る と い う 技 術 手 段 を 採 用 し た 。 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 前 記
Ｈ 形 鋼 柱 の ウ ェ ブ 部 と 前 記 垂 直 ス チ フ ナ の 板 厚 を ほ ぼ 等 し く 設 定 す る と と も に 、 前 記 Ｈ 形
鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 縁 端 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 断 面 性 能 を 加 え た 値 を 前
記 Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 断 面 性 能 の ０ ． ５ 倍 以 上 １ ． ０ 倍 未 満 に 設 定 す る と い う 技 術 手
段 を 採 用 し た 。 な お 、 こ こ で の 断 面 性 能 は 、 当 該 部 分 の 断 面 積 と 材 料 強 度 か ら 決 り 、 実 際
に は 断 面 積 と 設 計 基 準 強 度 を 用 い て 算 出 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 柱 梁 接 合 部 に 圧 縮 荷 重 が 作 用 し た 際 、 外 ダ イ ア フ ラ ム の
補 剛 作 用 に よ り 垂 直 ス チ フ ナ の 座 屈 が 生 じ に く く な る と と も に 、 そ れ ら の 外 ダ イ ア フ ラ ム
と 垂 直 ス チ フ ナ と が 相 俟 っ て 効 果 的 な 補 強 作 用 が 得 ら れ 、 し か も Ｈ 形 鋼 柱 の 内 部 空 間 の 有
効 利 用 が 可 能 で あ る 。
（ ２ ） Ｈ 形 鋼 柱 の ウ ェ ブ 部 に よ っ て 該 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 の 面 外 変 形 が 拘 束 さ れ 、 前 記
Ｈ 形 鋼 柱 の ウ ェ ブ 部 に も Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 か ら の 荷 重 が 一 定 の 割 合 で 流 れ る の で 、 そ
の 分 、 従 来 の 角 形 鋼 管 柱 の 場 合 に 比 べ て 外 ダ イ ア フ ラ ム の 幅 を 縮 小 で き る 。
（ ３ ） 柱 梁 接 合 部 に 圧 縮 荷 重 が 作 用 し た 際 、 外 ダ イ ア フ ラ ム の 補 剛 作 用 に よ り 垂 直 ス チ フ
ナ の 座 屈 が 生 じ に く く な る 結 果 、 垂 直 ス チ フ ナ の 座 屈 に よ る 急 激 な 耐 力 低 下 の 危 険 が 緩 和
さ れ る と と も に 、 溶 接 等 に 関 す る 品 質 管 理 上 の 負 担 も 軽 減 可 能 で あ り 、 コ ス ト の 削 減 に も
有 効 で あ る 。
（ ４ ） 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ ア
フ ラ ム の 幅 を 加 え た 値 を Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 幅 よ り 小 さ く 設 定 す る よ う に し た の で 、
外 ダ イ ア フ ラ ム と 垂 直 ス チ フ ナ と に よ る 効 果 的 な 補 強 作 用 に 基 づ く 外 ダ イ ア フ ラ ム の 小 型
化 が 可 能 で あ る 。
（ ５ ） 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 断 面 性 能 を 加 え た 値 を 前 記 Ｈ 形
鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 断 面 性 能 の ０ ． ５ 倍 以 上 １ ． ０ 倍 未 満 に 設 定 す る よ う に し た の で 、 更
に Ｈ 形 鋼 柱 の ウ ェ ブ 部 及 び 両 側 の 垂 直 ス チ フ ナ の 応 力 伝 達 機 能 を 加 味 し た 外 ダ イ ア フ ラ ム
の 小 型 化 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は そ の 平 面 図 で あ る 。 図 中 １ は
Ｈ 形 鋼 柱 で あ り 、 そ の Ｈ 形 鋼 柱 １ の 外 周 部 に 設 置 し た 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ を 介 し て Ｈ 形 鋼 梁
３ ， ４ を 接 合 す る 柱 梁 接 合 構 造 を 採 用 し て い る 。 図 ２ に 示 し た よ う に 、 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の
フ ラ ン ジ 部 の 幅 Ｗ ｆ よ り 外 側 に 位 置 す る Ｈ 形 鋼 柱 １ の フ ラ ン ジ 部 ５ ， ６ 間 の 両 側 に は 、 補
強 手 段 と し て 垂 直 ス チ フ ナ ７ ， ８ を 設 置 し て い る 。 こ の 場 合 、 垂 直 ス チ フ ナ ７ ， ８ の 両 端
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部 の Ｈ 形 鋼 柱 １ の フ ラ ン ジ 部 ５ ， ６ に 対 す る 溶 接 形 態 に 関 し て は 、 前 述 の 図 ６ に 示 し た 従
来 技 術 の 場 合 に は 、 垂 直 ス チ フ ナ に 生 じ る 座 屈 防 止 の 観 点 か ら 完 全 溶 け 込 み 溶 接 が 必 要 と
さ れ る の に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 場 合 に は 、 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 垂 直 ス チ フ ナ の 座 屈 に 対
す る 補 剛 作 用 に よ り 、 片 側 隅 肉 溶 接 の 採 用 も 強 度 的 に 可 能 で あ り 、 作 業 負 担 の 軽 減 に も 有
効 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｈ 形 鋼 柱 １ の フ ラ ン ジ 部 ５ ， ６ の 両 側 に 位 置 す
る 部 分 の 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 幅 を 同 じ 幅 Ｗ ａ に 設 定 し 、 そ れ ら を 加 え た ２ Ｗ ａ を Ｈ 形 鋼 梁
３ ， ４ の フ ラ ン ジ 部 の 幅 Ｗ ｆ よ り 小 さ く 設 定 し て い る 。 な お 、 Ｈ 形 鋼 柱 １ の フ ラ ン ジ 部 ５
， ６ の 両 側 に 位 置 す る 部 分 の 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 幅 に 関 し て は 、 各 々 変 え る こ と も 可 能 で
あ り 、 そ の 場 合 に は 、 両 側 の 幅 を 加 え た 値 が Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の フ ラ ン ジ 部 の 幅 Ｗ ｆ よ り 小
さ く な る よ う に 設 定 す る 。 因 み に 、 以 上 の 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｈ
形 鋼 柱 １ に 対 し て 強 軸 方 向 の み に Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ を 接 合 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ
の 強 軸 方 向 の 接 合 に 加 え 、 前 記 垂 直 ス チ フ ナ ７ ， ８ 等 を 利 用 し て 弱 軸 方 向 に も 他 の Ｈ 形 鋼
梁 を 接 合 す る 実 施 形 態 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 Ｈ 形 鋼 柱 に 対 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る 柱 梁 接 合 構 造 に お け る 補 強 作
用 を 検 討 す る た め 、 図 ３ に 示 し た 試 験 体 を 用 い て 単 純 引 張 試 験 を 行 い 、 前 記 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ，
４ に 作 用 す る 引 張 力 Ｐ と 前 記 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ に 作 用 す る 引 張 力 Ｔ と の 関 係 を 調 べ た 。 図
示 の よ う に 、 本 引 張 試 験 で は 、 前 述 の よ う に 、 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の フ ラ ン ジ 部 の 幅 Ｗ ｆ よ り
外 側 に 位 置 す る Ｈ 形 鋼 柱 １ の フ ラ ン ジ 部 ５ ， ６ 間 の 両 側 に 垂 直 ス チ フ ナ ７ ， ８ を 設 置 す る
と と も に 、 前 記 Ｈ 形 鋼 柱 １ の 外 周 部 に 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ を 設 置 し 、 そ の 外 ダ イ ア フ ラ ム ２
を 介 し て 前 記 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ を 接 合 し た 本 発 明 の 前 記 実 施 形 態 （ Ａ ） 、 角 形 鋼 管 柱 ９ の 外
周 部 に 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ０ を 設 置 し 、 そ の 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ０ を 介 し て 前 記 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ，
４ を 接 合 し た 比 較 例 １ に 係 る 形 態 （ Ｂ ） 、 及 び 前 記 角 形 鋼 管 柱 ９ と 同 じ 構 成 か ら な る 角 形
鋼 管 柱 １ １ の 外 周 部 に 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ を 設 置 し 、 そ の 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ を 介 し て 前
記 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ を 接 合 し た 比 較 例 ２ に 係 る 形 態 （ Ｃ ） を 用 い て 比 較 試 験 を 行 っ た 。 な お
、 柱 部 分 の 両 側 に 位 置 す る 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 幅 Ｗ ａ と 、 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ０ の 幅 Ｗ ｂ は
同 じ 幅 に 設 定 し 、 外 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ の 幅 Ｗ ｃ は そ れ ら の 幅 Ｗ ａ ， Ｗ ｂ の １ ． ５ 倍 の 幅 に
設 定 し た 。 ま た 、 形 態 （ Ａ ） に お け る Ｈ 形 鋼 柱 １ の ウ ェ ブ 部 １ ３ の 板 厚 は ８ ｍ ｍ 、 垂 直 ス
チ フ ナ ７ ， ８ の 板 厚 は ９ ｍ ｍ で 、 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の 接 合 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ト ー タ ル の
板 厚 が ２ ６ ｍ ｍ に 、 他 方 、 形 態 （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に お け る 角 形 鋼 管 柱 ９ ， １ １ の 板 厚 は １
２ ｍ ｍ で 、 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の 接 合 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ト ー タ ル の 板 厚 が ２ ４ ｍ ｍ に そ れ
ぞ れ 設 定 さ れ 、 形 態 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お け る Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の 接 合 方 向 に 直 交 す る 方 向 の
ト ー タ ル の 板 厚 が ほ ぼ 同 じ 板 厚 に な る よ う に 設 定 し て い る 。 因 み に 、 本 発 明 に お い て は 、
一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 柱 等 を 前 提 と し て お り 、 こ こ で 使 用 し た 具 体 的 な 各 寸 法 も 、 柱 等
に お い て 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 寸 法 を 使 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ は 前 記 比 較 試 験 の 結 果 を 示 し た グ ラ フ で あ り 、 横 軸 は Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ に 作 用 す る 引
張 力 Ｐ （ ｋ Ｎ ） 、 縦 軸 に 各 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ ， １ ０ ， １ ２ に 作 用 す る 引 張 力 Ｔ （ ｋ Ｎ ） を
示 し た も の で あ る 。 図 示 の よ う に 、 本 グ ラ フ に よ れ ば 、 本 発 明 に 係 る 形 態 （ Ａ ） に お い て
外 ダ イ ア フ ラ ム ２ に 作 用 す る 引 張 力 Ｔ （ ｋ Ｎ ） は 、 比 較 例 １ に 係 る 形 態 （ Ｂ ） 及 び 比 較 例
２ に 係 る 形 態 （ Ｃ ） の 場 合 に 比 べ て 半 分 程 度 で あ る こ と が 判 る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 に 係
る 形 態 （ Ａ ） に お け る 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 断 面 積 は 、 比 較 例 １ に 係 る 形 態 （ Ｂ ） 及 び 比 較
例 ２ に 係 る 形 態 （ Ｃ ） の 場 合 に 比 べ て 半 分 程 度 で 十 分 足 り る こ と が 判 る 。 す な わ ち 、 本 発
明 に 係 る 実 施 形 態 （ Ａ ） の 場 合 に は 、 Ｈ 形 鋼 柱 １ の フ ラ ン ジ 部 ５ ， ６ の 外 側 に 位 置 す る 部
分 の 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 断 面 性 能 を 加 え た 値 を Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の フ ラ ン ジ 部 の 断 面
性 能 の 半 分 程 度 に 設 定 し て も 強 度 的 に 十 分 で あ る こ と が 判 る 。 な お 、 図 ５ は 前 記 比 較 試 験
に お い て 検 出 さ れ た 前 記 形 態 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お け る 歪 の 分 布 状 態 を 例 示 し た も の で あ る
。 な お 、 図 中 １ ４ は 外 ダ イ ア フ ラ ム の 各 位 置 に 設 置 し た 歪 み ゲ ー ジ で あ る 。 図 示 の よ う に
、 本 発 明 に 係 る 形 態 （ Ａ ） に お け る 歪 の 分 布 状 態 は 、 比 較 例 １ に 係 る 形 態 （ Ｂ ） 及 び 比 較
例 ２ に 係 る 形 態 （ Ｃ ） の 場 合 に 比 べ て 、 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の 接 合 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 設 定
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し た 各 測 定 点 に お け る 検 出 値 の 差 が き わ め て 小 さ い こ と が 判 る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る
形 態 （ Ａ ） の 場 合 に は 、 Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ の 接 合 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 対 し て ほ ぼ 均 等 な 応
力 伝 達 が 行 わ れ て い る こ と が 判 り 、 こ れ が 図 ４ の 前 記 比 較 試 験 の 結 果 に 結 び 付 い て い る も
の と 推 測 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 以 上 で は Ｈ 形 鋼 梁 ３ ， ４ に 対 し て 引 張 力 Ｐ が 作 用 し た 場 合 に 関 し て 説 明 し た が 、
圧 縮 力 が 作 用 し た 場 合 に は 、 前 述 の よ う に 外 ダ イ ア フ ラ ム ２ の 垂 直 ス チ フ ナ ７ ， ８ に 対 す
る 補 剛 作 用 に よ っ て 、 そ れ ら の 垂 直 ス チ フ ナ ７ ， ８ の 座 屈 が 生 じ に く く な る こ と か ら 、 垂
直 ス チ フ ナ の 座 屈 に よ る 急 激 な 耐 力 の 低 下 が 緩 和 さ れ 、 圧 縮 力 作 用 時 に お け る 安 全 性 の 観
点 か ら も き わ め て 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の 結 果 か ら み て 、 次 の 補 強 構 造 は 、 柱 梁 接 合 部 に お け る 所 期 の 接 合 強 度 や 剛 性 を 確
保 し な が ら 、 外 ダ イ ア フ ラ ム の 小 型 化 を 図 る 上 で 有 効 で あ る と 判 断 さ れ る 。 （ １ ） Ｈ 形 鋼
柱 の 外 周 部 に 設 置 す る 外 ダ イ ア フ ラ ム を 介 し て Ｈ 形 鋼 梁 を 接 合 す る と と も に 、 そ の Ｈ 形 鋼
梁 の フ ラ ン ジ 部 の 幅 よ り 外 側 に 位 置 す る Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 間 の 両 側 に 垂 直 ス チ フ ナ を
設 置 し て な る 補 強 構 造 。 （ ２ ） 外 ダ イ ア フ ラ ム と Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 板 厚 及 び 材 料 強
度 を ほ ぼ 等 し く 設 定 す る と と も に 、 Ｈ 形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ
ア フ ラ ム の 幅 を 加 え た 値 を Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 幅 よ り 小 さ く 設 定 し て な る 補 強 構 造 。
さ ら に 、 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 断 面 寸 法 を 用 い た 柱 等 を 前 提 と し た 前 記 実 験 の 結 果 、 前
述 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 垂 直 ス チ フ ナ の 座 屈 に 対 す る 補 剛 作 用 や 、 外 ダ イ ア フ ラ ム の 幅 を 縮
小 し た 場 合 に 派 生 す る 、 寸 法 誤 差 や 製 作 精 度 、 不 測 の 応 力 な ど に 基 づ く 危 険 性 を 勘 案 す る
と 、 （ ３ ） Ｈ 形 鋼 柱 の ウ ェ ブ 部 と 垂 直 ス チ フ ナ の 板 厚 を ほ ぼ 等 し く 設 定 す る と と も に 、 Ｈ
形 鋼 柱 の フ ラ ン ジ 部 の 外 側 に 位 置 す る 両 側 の 外 ダ イ ア フ ラ ム の 断 面 性 能 を 加 え た 値 を 前 記
Ｈ 形 鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 の 断 面 性 能 の ０ ． ５ 倍 以 上 １ ． ０ 倍 未 満 に 設 定 し て な る 補 強 構 造 も
、 外 ダ イ ア フ ラ ム の 小 型 化 を 図 る 上 で の 目 安 と し て 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 単 純 引 張 試 験 に 用 い た 試 験 体 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 比 較 試 験 の 結 果 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 比 較 試 験 に お い て 検 出 さ れ た 歪 の 分 布 状 態 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 柱 梁 接 合 部 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 角 形 鋼 管 柱 の 外 周 部 に 外 ダ イ ア フ ラ ム を 設 置 し た 場 合 の 応 力 の 分 布 状 態 を 示 し た
説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 柱 梁 接 合 部 に 配 管 を 通 す 状 態 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ … Ｈ 形 鋼 柱 、 ２ … 外 ダ イ ア フ ラ ム 、 ３ ， ４ … Ｈ 形 鋼 梁 、 ５ ， ６ … フ ラ ン ジ 部 、 ７ ， ８
… 垂 直 ス チ フ ナ 、 ９ … 角 形 鋼 管 柱 、 １ ０ … 外 ダ イ ア フ ラ ム 、 １ １ … 角 形 鋼 管 柱 、 １ ２ … 外
ダ イ ア フ ラ ム 、 １ ３ … ウ ェ ブ 部 、 １ ４ … 歪 み ゲ ー ジ 、 （ Ａ ） … 本 発 明 の 実 施 形 態 、 （ Ｂ ）
… 比 較 例 １ に 係 る 形 態 、 （ Ｃ ） … 比 較 例 ２ に 係 る 形 態
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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